
第二世代となるAudioQuestのフルサイズ・ヘッドフォンのNightOwl Carbon/ナイトアウル・カーボンの 

発売にあたり、入手したワーキング・サンプルを基に、外観仕様及びサウンドのインプレッションを手短に 

まとめてみました。 

商品を検討する際の参考にして頂ければ幸いです。 

ṣ Ṥ 

仕様を、第一世代のNightHawk/ナイトホークのセミ・オープン(半開放)に対し、 

クローズド・バック(密閉)としたため、当然ながら最大の外観上の違いは、 

イヤー・カップ上のグリルの有無になります。 

NightHawkの、3Dプリンターを駆使して製造される複雑な形状のグリルに対し、 

NightOwl Carbonは球状のカーブを持った円形のカップで塞がれているので、 

すっきりした外観となっています。 

 

 

 

 

 

また塗装も、第一世代のNightHawkが複雑な木目をあしらったエキゾティックな仕上げに対し、NightOwl 

Carbonは、ポルシェ社の純正塗料を用いた「カーボン・ブラック」となり、エキゾティックな要素が大きく

減じる反面、落ち着いた一般的なフルサイズのヘッドフォンの佇まいとなっています。尚、この仕上げの決定

は、AudioQuestの総帥であるビル・ロウの鶴の一声によるものとのこと(因みにビルのプライベート・カーは

ポルシェ・カイエンだそうです)。 

 

第一世代のNightHawkは、L/R chの識別マークが、イヤー・カップ下部の 

ヘッドフォン・ケーブルのインレット付近にありましたが、NightOwl  

Carbonはそれが無くなり、交換可能なイヤー・パッドの内側にプリントされるようになりました。 

 

 



ṣ Ṥ 

NightOwl Carbonのサウンド・インプレッションについては、第一世代のNightHawkと対比させ述べたいと

思います。 

使用機器ですが、まずはモバイル系セットアップによるインプレッションから進めます。 

セットアップはiPhone7ἲAQ JitterBugἲAQ DragonFly/Redἲヘッドフォン、と

いう流れになります。 

AQ JitterBugは、USBラインで発生するデジタル・ノイズ・フィルターで、この種

のデバイスにありがちな副作用(音が固くなる、痩せる)というが無く、見通しが非

常に良好になるので、評価の際には非常に役立ちま

す。 

音源は、主としてCDからリッピングしたWAVデータです。 

また、NightOwl Carbonと第一世代のNightHawkのアクセサリーは、異なる

仕様であっても互換性がありますが(ケーブル、イヤー・パッド等)、これらを

まぜこぜにすることなく、それぞれの純正の組み合わせに従っています。 

但し、NightOwl Carbonには、第一世代のNightHawkとは異なり、2種類の 

イヤー・パッド(ブースト・パッドと人工スエード・パッド)が付属されて 

いて、それぞれサウンド・キャラクターが異なります。 

 

ここではインプレッションをシンプルにするために、よりNightOwl Carbonのキャラクターをより映し出し

ていると思われる”人工スエード・パッド”に絞ってNightOwl Carbonを試聴しました。 

音楽のジャンルは、なるべく幅広くクラシック大編成、小編成、独奏、ジャズ、フュージョン、ロック、 

エレクトロニカetcからチョイスしています。 



『NightOwl CarbonṤ 

 

 

 

 

iPhoneを中心とする今回のシンプルなモバイル・セットアップであっても、一聴して、そのサウンド・ 

テクスチャーに、第一世代のNightHawkと共通のDNAを持っていることが聴き取れますが、特にその分解能

と帯域バランスに大きな違いがあることが分かります。 

設計者のスカイラー・グレイは、当初からこれら一連のヘッドフォンを設計するにあたり、その技術的な 

範を、ヘッドフォンではなく先進的なラウド・スピーカーとすることをテーマとして掲げていました。 

同じトランスデューサ―でありながら、ラウド・スピーカーは、サイズやコストの制約がヘッドフォンに 

比べて圧倒的にフリーなため、様々なテクニックを取り入れて今日まで発展してきていますが、それらの 

技術的なアドバンテージをヘッドフォンに落とし込むことで理想的なヘッドフォンの作りをすることを 

テーマとしたわけです。 

その結果、サウンド・ステージの提示やサウンドのスケール(ボリュームの大きい小さいという意味)の違いは

あっても、再生されるサウンドは、今日の優れたラウド・スピーカーと同様のものを目指したのが、彼の 

一連のヘッドフォンとなります。 

即ちそのサウンドは、十分に広い帯域を持ち、低歪で(耳に痛い要素が減り長時間のリスニングが可能にな

る)、再生される帯域内の周波数特性がフラットである(オリジナルの音源に色付けをしない)、という用件を

満たすことにあります。 

その結果生まれた第一世代のNightHawkのサウンドは、これらを確実に実行した結果、優れた設計がなされ

たラウド・スピーカーといわば相似の性能を持つに至りました。 

が、その反面、従来の多くの高級ヘッドフォンが持つキャラクターと非常に異なったものとなったため、 

戸惑う方が多くいたことも事実です。 

今日の多くのヘッドフォンは(高級なものも含む)、意図的にクールなサウンド・キャラクター作りのため、 

周波数特性を、「中高域から高域方向にかけてブーストし、反面、低域方向は絞る」というテクニックを

使っています。 

スカイラー・グレイはこれについて、「例えばTVのシャープネスを上げることで、一見、画面の解像度が 

あたかも上がったように見えるが、結局それは不自然なため、長時間の鑑賞に耐えなくなる。音響的にそれ

と同様のことを自分のヘッドフォンではしたくない」と語っています。 

 



同一のソースを使い、当社が輸入販売を行っているB&WやDALIのスピーカーと第一世代のNightHawkを聴き

比べると、違和感が非常に小さいことに驚かされます。 

一方、一般的に非常に評価が高い何台かのリファレンス機と呼ばれるヘッドフォンと、上記のスピーカーとの

切り替え試聴では、一聴して、それらのヘッドフォンが、中～高域の強調感(例えばボーカルから上の帯域の

硬質な表現)と細く絞った低域の表現方法をとっていることが分かります。 

そのようにスカイラー・グレイの理念を具現化した第一世代のNightHawkですが、勿論サウンド的には100％

完璧なものではなく、マーケットから要望の高かったクローズド・バック・タイプのヘッドフォンを作るに 

あたり、同時に音響上の質的向上を図ることになりました。 

NightOwl Carbonと第一世代のNightHawkとのサウンド大きな違いは、ミッドレンジの表現方法と帯域バラ

ンスの取り方にあるように思います。 

両者を比べると、第一世代のNightHawkのボーカル帯域はやや引っ込み気味で、その反面、その下の帯域で 

聞こえるベースやチェロ等は膨らみ気味で、且つやや不明瞭に聴こえます。 

NightOwl Carbonは、それらのバランスが非常に上手く是正され、或いはコントロールされているので、 

はるかにきびきびした表現をしてくれます。 

併せて明瞭度もアップしているので、苦手としていたサウンドの切れや小気味よい表現が求められるロックや

フュージョン等のソースも苦にしません。 

第一世代のNightHawkに比べたNightOwl Carbonのサウンドは、ウォームで肉厚な印象がやや減じ、 

いわばよりモニタートーン的なキャラクターを有しているように思えます。 

とは言え、上記で述べたリファレンス機と呼ばれるヘッドフォンのサウンド・キャラクターに決して近寄る 

ことは無く、依然として大きく異なり、第一世代のNightHawkの美質、つまり暖色系の肉感的で力感に富んだ

表現をそのままに、従来の弱点をつぶしていく方向でまとえあげたように考えられます。 

また、クローズド・バック・タイプにありがちな、暗くくぐもった印象がなく、セミ・オープンの第一世代の

NightHawkと殆ど変らぬスムースな鳴り方をするのもNightOwl Carbonの持つ美質です。 

スカイラー・グレイは、第一世代のNightHawkとNightOwl Carbonのこういったサウンド違いの由来に 

ついて次のように語っています。 

「セミ・オープンかクローズド・バックという仕様上の差異を除き、基本的に同じマテリアルを用いている

が、①各部品の精度と取付/組立ての精度UPを行った結果、よりタイトな製品作りが実現した。また、②新設

計の2種のイヤー・パッドによって新たなサウンド・コントロール及びUPDATEを実現することが出来た。」 

 



ṣNightOwl Carbon 2ṇḱ ךּ Ṥ 

上述のように、NightOwl Carbonにはブースト・パッドと人工スエード・パッドの2種類のイヤー・パッドが

付属されています。 

この意味について、スカイラー・グレイは、「ヘッドフォンのドライブユニットとイヤー・パッドの関係は、

ラウド・スピーカーとリスニング・ルームの関係と全く同じで、リスニング・ルームの壁面の素材や形状、或

いは音響トリートメント等の有無によってスピーカーのサウンドを変化させることが出来るのと同様、イ

ヤー・パッドの素材を変えることで、ヘッドフォンのサウンドをコントロールすることが可能です」。「ブー

スト・パッドでは中域から高域がごくわずかにブーストされます。一方、人工スエード・パッドでは、低域が

約1dB程度減衰する特性を持っています」。と語ります。 

写真のように、ブースト・パッドは、全面がつるつるとしたプロテイン・レザー

で囲まれているのに対し、人工スエード・パッドでは、全面がきめ細かな人工の

スエード素材で囲まれています。 

 

 

つるつるとしたプロテイン・レザーは、ドライブ・ユニットからの音を通過させにく

く、また反射しがちなため、上述の中高域をブーストする役割を果たします。一方、人

工スエード・パッドの人工スエードは、プロテイン・レザーと比べるとドライバーユニットからの音の反射は

それほどせず、つまり通過させやすいため、上述のように低域が約1dB程度減衰することになります。 

両者のパッドによる音の違いは、これらの特長をそのまま表し、人工スエード・パッドのややドライで切れの

良いモニター・トーンに対し、ブースト・パッドは、よりゴージャスでオーディオ美溢れるサウンドを持って

います。 

この観点から、今回の試聴リポートは、人工スエード・パッドを使用してモニターしました。 

スカイラー・グレイ曰く、「優劣がどちらかのイヤー・パッドにあるわけでなく、リスナーの好みで自由に 

使い分けてほしい」とのこと。 

音楽のジャンルやリスナーのその時のムード等に合わせて2つのイヤー・パッドを使い分けることが出来ると

いうことはオーディオ的に非常に興味深く、アナログ・プレーヤーにおいてフォノ・カートリッジを付け替え

てサウンドの違いを楽しむのに相通ずるものがあります。  

ṣNightOwl Carbon ṇ ךּ Ṥ 

NightOwl Carbonには、新設計のケーブルが一種類のみ付属しています。そしてこのケーブルの導体

は、AudioQuestお得意のソリッド・コア(単線)ではなく、高品位な銅を使用したストランド・ケーブル

(撚線)となっています。 

 



この変更についてスカイラー・グレイは、ソリッド・コアの音質的なメリットを認めつつも、「従来の

2Mという長さは長すぎ(NightOwl Carbonケーブルは1.3M)で、形状もフレキシブルではなく、 

断線も思いの他多かった。そのため音質をキープしながら信頼性と機能面を強化したケーブル

を新たに開発することになった」。と正直にコメントしています。 

新ケーブルの機能は、多くのスマホに対応したマイク及びリモコン機能と

なります。  

利便性と高音質は相入れないのでは?という意地悪な質問には、「本ケーブルのデバイス側

のプラグは4極に分割していて、①オーディオ右チャンネル、②オーディオ左チャンネル、

③リモコン用信号、④アース、というようにそれぞれ独立配分されているため、オーディオ信号とリモコン用

信号が混信することは無く、機能と音質を両立させることが出来ている」とのこと。 

また、各プラグの基部やYジョイントの前後には補強のリブが入っていて、「曲げ」に対する対策も抜かりが

ありません。Yジョイントからヘッドフォンの両イヤー・カップまでは十分にしなやかで、装着時のリスナー

にかかるストレスは非常に低いものの、Yジョイントからデバイスまでが信頼性確保の補強のためか、相当に

太くまたかなりしっかりと固い為、小型軽量のデバイスに対しては、そのテンションで振り回す場合が若干あ

ります。 

ṣNightOwl Carbonṇ Ṥ 

 

ではそのサウンドの方はどうなのかということですが、そのサウンドの特性を知るために、他のヘッドフォ

ン・ケーブルと入れ替えて比較試聴をしてみました。 

比較対象は、第一世代のNightHawk/の付属ケーブルの内、ハイ・パフォーマンス・ケーブルとしました(第一

世代のNightHawkは、汎用ケーブルとハイ・パフォーマンス・ケーブルの2種類を付属している)。 

第一世代のNightHawkのハイ・パフォーマンス・ケーブルは、NightOwl Carbonの付属ケーブルと異なり、

マイクやリモコン等の付帯機能は一切無く、再生専用のケーブルです。 

その導体は、AudioQuestの銅を使用した導体では最上位の「PSC+/パーフェクト・サーフェス・カッパ―・

プラス」を用い、その形状はソリッド・コア(単線)になります。 

そのサウンドの比較を結論から述べると、第一世代のNightHawkのハイ・パフォーマンス・ケーブルに若干な

がら軍配が上がると言わざるをえません。 

NightOwl Carbonのケーブルに比べると、第一世代のNightHawkのハイ・パフォーマンス・ケーブルは一言

でいうと「辛口」のサウンドですが、それは決して固い音調を持ったものではなく、クリアーで引き締まって

いて、音場における空気感の描写を聴いただけでもその情報量の多さがうかがい知れます。 

また、良い意味で、上品な高域のスパークルを楽音の様々な箇所で聴き取ることが出来ます。 

 



一方、NightOwl Carbonのケーブルは、これに比べるといわゆる優等生タイプで、キャラクターとしては「ソ

フト」よりですが、これは、必要十分な情報量の確保と信頼性及び取回しの良さの両立をバランスした結果で

あると想像できます。様々なソースの再生に対し破綻することなく非常にニュートラルで、これだけ聴いてい

ればなにも不自由することはないのですが、比較をすればそのような違いが見出せます。 

 

ṣLightning - USB Lightning - USB 3 Ṥ 

 

ここまでのNightOwl Carbonのサウンド・インプレッションは、AppleのLightning - 

USBカメラアダプタとiPhone7、AudioQuestのDragonFly RedとJitterBugの組み合わせ

によるものですが、このLightning - USBカメラアダプタを、新しいLightning - USB 3

カメラアダプタに交換して試聴してみました。 

このLightning - USB 3カメラアダプタは、幅広のボディーにUSD-AポートとLightningポートを持ち、様々な

使用に対応するものですが、今回のセットアップでは、写真のように、USD-Aポートに

DragonFly RedとJitterBugを、Lightningポートには給電モードにしたモバイル・バッテ

リーを接続しています。 

全く期待をせずに行った実験ですが、思いのほか音質的なメリットを見出すことが出来まし

た。 

2者を比較すると、Lightning - USB 3カメラアダプタは、ディテールの分解が良いため各

楽器の分離がよりクリアーでサウンド・ステージもより立体的な描写となります。 

オケの場合では、楽器の減衰時間が更に伸び、またホールの天井高が上がったような、或いはホールのエア

―・ボリュームがぐっと大きくなったような、より開放的な印象を受けます。 

音場の見通しが良くなり、各楽器の持つ瑞々しさがより明確になります。 

このように、音質的には十分なメリットを見出すことが出来ますが、このセットアップはモバイル用と呼ぶに

はいささか複雑で大げさな印象を持つことを否めません。 

しかしながら、このセットアップでの移動中の使用は殆ど現実味がないにせよ、今日の多くのビジネスマン

が、モバイル・バッテリーを携帯していることを考えると、移動先のホテルのデスク等で、スマホを使って

ちょっとしたシリアス・リスニングが楽しめるのではないかと思います。 

 

 



ṣLightning - USB3 ︡ iPhone DragonFly

ṇṤ 

 

オリジナル(第一世代)のDragonFlyは、内蔵デバイスの消費電流の大きさから、殆どのポータブル・プレー

ヤーでは使用が出来ませんでした。 

上述のようにLightning - USB3カメラアダプタにはUSB-AポートとLightningポートが併設されているため、

オリジナルのDragonFlyでも、もしやモバイル・バッテリーからの給電によって駆動できるのでは？という疑

問が生じ、即トライしたところ、何ら問題なくすんなりとオリジナルDragonFlyが駆動されることが確認出来

ました。そこで早速、この環境のまま、オリジナルDragonFlyとDragonFly Redのみを付け替えて比較試聴を

試みました。 

開発時期の違いはあっても、それらのサウンド・バランスやテクスチャーは非常に近似ですが、如何せん「音

数」とそれを可能にしている分解能の差はあまりにも明瞭で、一旦両者を聴き比べた後にDragonFly Redから

オリジナルDragonFlyに戻すのは、言ってみれば少々残酷な儀式であると感じました。 

 

ṣ Ṥ 

セミ・オープンとクローズド・バックという仕様上の大きな違いがあるものの、共通パーツ

や機構に多くの共通項目のある第一世代のNightHawkとNightOwl Carbon。 

NightOwl Carbonは、そのサウンドにおいてオリジナルの持つ美質を継承しつつ確実なブラッシュ・アップを

実現しました。 

ブラッシュ・アップとは、今日の優れたラウド・スピーカーが持つ資質表現を、ヘッドフォン再生においてよ

り可能にしたことに他なりません。 

それは今日の高級ヘッドフォンの表現方法に近寄ることはなく、独自のコンセプトを進化させ具現したもので

す。 

また、そのサウンドの再現性も、特別なセットアップでのみ実現可能としたものではなく、ポータブル・オー

ディオやスマホを中心としたシンプルなセットアップでさえも可能としているため、より幅広い機会で楽しん

でいただけるものと信じております。 

尚、NightOwl Carbonに続く新しいセミ・オープンのNightHawk Carbonについては、ワーキング・サンプル

を入手次第、そのインプレッションをUPする予定です。 


